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ヴィクトリア時代の上層中流階級の子どもとして育ったビアトリクス ポタ は 家庭教師がその教
育を受け持ち 学校に行かなかった為 同年代の友達もいない生活であった その様な寂しい暮らしの中で
絵を描き 小動物と触れ合い ロンドン郊外の祖父母の家や 家族で行く避暑地の自然に心惹かれ 後に動
物が主人公のファンタジ を生み出すこととなる 独立心旺盛なピ タ ラビット等 数 の動物を童話
の主人公として描き出した ピ タ には 制限された実生活で彼女が成し得なかったことを託したものと
思われる ポタ の絵は 博物学者の正確な観察力を見せ 動物達があたかも人間模様を描くかの様な文章
と補い合って 珠玉の名品を生み出した 年にポタ は ウサギを描いた自分の絵を出版社に売ること
に成功し 自信を得て 童話を出版することを思い付いた その後 次 成功する出版の利益は 彼女が愛
した湖水地方の土地を買うことに充てられ ナショナル トラスト運動の創始者の一人 ハ ドウィック
ロ ンズリ の影響もあり 自然保護運動の協力者として大いに貢献した 歳で結婚してからは 作家活
動から遠のき 羊を育てながら 農民として暮らした 動物や周囲の自然を描く作家としての生涯を経て
彼女は 農民として 自然保護者として生きる理想を実現した
ヴィクトリア時代 絵本 動物ファンタジ ピ タ ラビット ナショナル トラスト
ど 色 なボランティア団体を発足させ それらの活動を
活発にした
年初頭に始まった古代エジプト ヌビア遺跡水没 ビアトリクス ポタ の
救済キャンペ ンは その後 ユネスコによる文化や自然 家族は 毎夏三ヶ月余の避暑地としてスコットランドを選
遺産の保護に関する世界遺産条約の成立 年 月 んでいたが 年よりイングランド北部のウインダミア
に発展するが それに先立つ 年前 英国では既に民間 湖畔に滞在することになった その頃のロ ンズリ 牧師
団体による 歴史的名所 自然的景勝地保存 の運動が持 との出会いこそが 彼女のその後の人生に多大な影響を与
ち上がっていた それは 年に社会改革者オクタヴィ えた ポタ の父親は ナショナル トラスト第一号終生
ア ヒル ロバ ト ハンタ 卿 会員になり 彼女もその趣旨に心を打たれ その運動に身
ハ ドウィック ロ ンズリ 牧師 を捧げることになった ポタ の絵に触れたロ ンズリ
によって設立されたナショナル トラスト は すぐに彼女の才能に気付き また 自然保護に対する
自分の信念を彼女に説いたのだが その結果 彼女は湖水
歴史的名所 自然的景勝地保存の為の 地方の土地を少しずつ買い取り 自然保護と農業活動とい
国民的預託 である 年に湖水地方に鉄道敷設案が うナショナル トラストの二大方針を両立させ 死後 広
持ち込まれると 当地の教区牧師を務めるロ ンズリ は 大な土地をナショナル トラストに寄付することになるの










改革を成し遂げたナイチンゲ ル そして 彼女の才能を開花させたもう一つの要因は 印
の様に個人レべルのものだけでなく 英国動物愛護協会な 刷技術が急速に発達していたことであろう 世紀中頃の
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The National Trust for Places of Historic Interest or
Natural Beauty
It was as early as , soon after the family’s ﬁrst
holiday in the Lake District and when Beatrix was
only sixteen, that she resolved to own part of that
beautiful countryside one day.… In , with ac-
cumulated royalties and a small legacy, she bought
noblesse oblige Hill Top Farm in Near Sawrey. It was a working
farm and she decided to keep it that way, asking
the farm manager and his family to stay on and
run it for her.
Florence N
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寺本
グ テンベルグによる印刷技術の発明がなければ ルネサ やミケランジェロ
ンスや宗教改革も実現不可能であっただろうと言われる 等の一級の美術作品を間近
が 英国では 年キャクストン の に鑑賞していたことにもよる 子供の頃に描いた作品は
ドイツからの活版印刷法の導入に始まり その後 徐 に 既に大層繊細で その観察も鋭く 父親の友人であり ラ
印刷術が改良され 世紀初めには 白黒の木版画や銅版 ファエル前派のメンバ で ロイヤル アカデミ の院長
画に水彩絵の具で手彩色が施された そしてバクスタ を務めたジョン エバレット ミレ 卿
による着色木版印刷が流布し その世紀 に誉められた程 である このことは彼女が絵を
末には着色石版画の印刷法も可能となった ピ タ 描く上で大変な自信となったに違いない また キュ
ラビットのお話 は 三色写真製版が使われた最初の絵本 ガ デンの植物研究者達も驚く程のキノコの細密画を沢山
の一つである 描いたこともよく知られている 動物にしろ キノコにし
ろ ただ写し描くだけでなく その生態や構造にも興味を
持った その例として 弟と 死んだ動物の皮をはがして
ポタ は 産業革命期に木綿産業で財を成した上層中流 煮たりして 骨を取り出して標本を作り 研究をしていた
階級の子女としての 社会的地位 に相応 ことが挙げられる その行動はレオナルド ダ ヴィンチ
しい教育を受けた つまり 両親はその階級のしきたりと やミケランジェロを思い出させるも
して子育てを乳母に任せ ポタ は小さい時から学校に行 のである また 英国人気質によく見られることだが 幼
かず家庭教師から教育を受け 同年代の友達も無く 子供 年期の頃ですら たえず 紛いもの ではなく 本物 を
部屋で一人寂しく過ごす時間が多かった そうした孤独な 志向する姿勢を示し 当時 流布していた ア ノルド
日 の慰めに 自分の部屋で ウサギ ハツカネズミ ハ の いつも最高のものを知る という
リネズミはもちろんのこと コウモリ トカゲ イモリ 態度を彷彿させる そうした正確な動物の生態観察に基づ
カエル カタツムリ等も飼い それらの一つ一つに名前を く絵が描かれていることは 彼女の絵本の大きな魅力と
付けて 触れ合い 友達になり 可愛いがり 観察し 絵 なっている 幼い頃から身近にあり 慣れ親しみ 総てを
に描いていた 彼女はその過程で動物の生態を知り尽くし 熟知していた小動物を絵に描くことは 彼女自身それらが
ていたと言える そうした動物達は 彼女の空間に持ち込 好きであった証に他ならない 彼女にとって 描くことは
まれた 自然 そのものであり 彼女は ただ単に動物を 愛することであった
擬人化し 人間並みに扱おうとする孤独な女性の感傷 に
よるのではなく 生物がそれぞれ個体としての独自の行
動様式を示しているのを観察の結果 発見し それを個別 ポタ の伯父ヘンリ ロスコウ は
の 性格 として把握 した また ポタ にとって 孤 彼女の絵の熱烈なファンで 彼女が印刷機を買うお金が無
独な日 の慰めは 田園の中の祖父母の家を訪ねること いと言うのを聞くと 親戚や家族に送られる彼女の素晴ら
や 家族と毎夏 長期間に亘って避暑に出かけ自然と触れ しいクリスマスカ ドを出版社に売り込むことを提案し
合うことにもあった た その言葉に励まされ 彼女が 飼っていたウサギをモ
デルに描いた 枚の絵が クリスマスや新年のカ ド ま
た 詩集の挿絵として出版社を通して世に出たのだが 彼
女の売り込みの努力もあり 幾つかの出版社から次第に注
文が来る様になる そして 以前ポタ の家庭教師を務め
ていたアニ ム ア の 歳の息子ノエ
ル の病気見舞いに送った絵を元に ピ タ ラ
そこは彼女にとって 正に別世界であり 理想の世界だっ ビットのお話 を出版する気
た になる そして ポタ は 歳で結婚するまでに 子供
ポタ にとって 自然 が 子供時代 を象徴すること 向けの主要な童話を約 作品書いた ピ タ ラビッ
は 動物が主人公である一連の絵本が生まれた一因であろ ト シリ ズの発行部数は世界で 億 万部を越え そ
う 生涯を自然探究の中で過ごした彼女は 子供の心を持 の人気は 今日も衰えることがない
ち続けたのだとも言える 彼女の絵の才能は豊かで 幼少 彼女の童話の本は掌に乗る程小さい 判が小さければ
期から 絵の具箱や鉛筆に強い関心 を持ち 絵を描くの そこに描かれる絵も小さく 装丁全体が子供に合わせたサ





その絵画の技法が磨かれたのは ロイヤル アカデミ や きる支配下におくということである と横田は述べ ポ
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drawing, painting, modeling, the irresistible desire










I remember every stone, every tree, the scent of the
heather, the music sweetest mortal ears can hear,
the murmuring of the wind through the ﬁr trees.
Even when the thunder growled in the distance,
and the wind swept up the valley in ﬁtful gusts, oh, Annie M
it was always beautiful, home sweet home.… Noel
…
to copy any beautiful object which strikes the eye.
Why cannot one be content to look at it? I cannot
rest, I must draw, however poor the result.…
























びている分 柔らかい印象である そして 余白が絵の部
分よりも手前にある様に感じられるので 小さな本の覗き
穴から覗く世界は奥行きを感じさせ 人間の力の及ばない 動物の擬人化の つの条件は 言葉を話す 本足
別世界を思わせる ピ タ パンがネヴァ ランドに で歩く 服を着る ことであるが こうした条件を満た
ウェンディ ら兄弟を連れて行き ドロシ と愛犬トトが すポタ の動物達は人間性を与えられ こういう人が身
突然風に乗せられてオズの国に運ばれるという様に 不思 近にいる と読者に思わせる 善も悪も混じり合った 人
議の国に迷い込む童話は数 あるが ポタ の場合は 遠 間世界を思わせる日 の営みが読み手を楽しませ 動物
く離れた場所ではなく 実は我 が気付かないだけで ど ファンタジ であると同時に ヒュ マン コメディ
こか近くに 不思議な世界 があると思わせるところが魅 である ポタ 自身も動物と人間の境を曖昧にしているこ
力である その意味で 地中に不思議の国があるというア とは トッド氏のお話 の冒頭か
リスの冒険と類似の設定が見られる 別の表現をすると らも分かる
それこそが すっと違和感もなくファンタジ の世界に読
者を入り込ませるポタ の常套手段である 更に その世
界に入り込む別の仕掛けは 彼女の作品に頻出する むか
しむかしあるところに とい
う魔法の言葉である ここで はアナグマで はキツネ
ポタ の作品では 絵と文が組み合わさり これらの二 なのである
要素が補足関係にあるコラボレ ションの世界を作り上げ 挿絵のお陰で 無駄な説明の言葉は省かれ イメ ジが
ている 正に 文と同じく絵を読んで楽しむ本 である すぐに浮かび 人間と動物の中間のような彼等が生き生き
例えば ピ タ ラビットのお話 で 出掛ける前に と生活する姿が目に飛び込んでくるのだが ジャケットを
ピ タ の姉妹達が母親の言い付けをよく聞いているそば 着たり ズボンをはいたり スカ ト エプロン 帽子等
で 一人横を向いている彼の姿については 何ら文章描写 を身に着けた動物達は 不思議な存在感を持つ 彼等は
は無いが その後 家を出るやいなや 母親が禁止したこ 田舎風の服装をしている 農業労働者の作業着に近く 質
と 農夫マクレガ の畑に行くこと を実践 素である こうした服装は 当時の絵本によく現れて 田
する伏線となっている また グロ スタ の洋服屋 園回帰趣味の流行と関わっており 都会よりも田舎暮ら
の洋服屋の仕事場に住むネズ しを好んだポタ の心情にも合っている
ミ達が 余った布地で服を作ってもらって喜ぶ場面や 二 この衣服や小道具は 動物が 人間性 を纏うときの変
匹の悪いネズミのお話 で 身道具となるが 興味深いのは こうした いわゆる人が
ド ルハウスの持ち主である少女が 雇った 警官の人形 身に着ける服だけでなく アヒルの足形の黄色いストッキ
や ナ スが置いたネズミ取りの前で 我が子達に 人形な ングや羊のもこもこと着ぶくれる上着も実は 纏っている
んか怖くないよ とか ネズミ取りには絶対近付いてはい もの であるという ティギ ウィンクルおばさんのお
けないよ などと説明する親ネズミの姿は それに対応す 話 のエピソ ドであ
る文章が無く 文と絵が互いに補い合って物語を進めてい る 洗濯屋のティギ ウィンクルは 動物達から預かっ
る また ティミ ティップト ズのお話 た衣類を洗うのだが 他の物語に出て来る動物や衣類も登
では リスのチッピ ハッキ 場し 読者を楽しませる 上記のストッキングや上着に
が奥さんから逃げて家出していた理由が 最後の よって ますます事態は複雑になり 見かけは普通の 身
枚の絵 つまり あまりにも手厚く夫の世話をし過ぎる 近にいる動物も 実は衣類を着た不思議の国の住人なのか
妻と それを負担に思う夫の絵からすぐ理解できる 観察 も知れないという含みが持たされ 動物ファンタジ の世
に基づき正確に描かれた動物達が洋服を着て 感情をも付 界が膨らむ ファンタジ という言葉が ギリシャ語で
与されて描かれ そこにポタ のユ モアに満ちた文が立 目に見えるようにする という由来を持つことから分か
体的に加わり 読者の笑いを誘う また 彼女の仮定法の る様に ポタ は心の目で動物達を捉え その生活感溢れ
使用も 仮説を立てることによる期待感から想像の膨らみ る姿を描いていったのである 動物の営みは ポタ の意
を生み 文章の立体化の一技法であると言える 状況を 識の中では 現実 であり そのことは 彼女が作品中の
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ﬂoor in a way that would have been extremely pain-
And [Peter] rushed into the tool-shed, and jumped
story about two disagreeable people, called Tommy
hide in, if it had not had so much water in it. (p. )
Mr. McGregor threw down the sack on the stone
vignet ful to the Flopsy Bunnies, if they had happened to
have been inside it. (p. )
I have made many books about well-behaved
people. Now for a change, I am going to make a
Once upon a time.… Brock and Mr. Tod. (p. )





into a can. It would have been a beautiful thing to Cat Bells.
The Tale of Mr. Tod
The Tailor of Gloucester
The Tale of Two Bad Mice





















いては 動物と敵対関係でも友好関係でもなく ポタ 自
身がこの作品について
と言っているが 服を着た動
例外もあるが 洋服を身に着けている 着けていない 脱 物が見える人間 の上記の傾向から外れている様に思われ
ぐ という行為には 作者の意向におおよその傾向がある る
様である 例えば 本能に従って活動している時には衣服
を脱いでいる 或いは 身に着けない ことが多い あひ
るのジマイマのお話 ポタ の不思議な世界の魅力は 動物が人間の様に振る
では 紳士然とした服装 物腰でアヒルのジマイマに近付 舞いながら 動物としての習性に従う部分もあり また
いたキツネのトッドが 彼女に卵を産む場所を提供する様 その両方 つまり 動物性 と 人間性 を瞬時に行った
に見せかけて 実は卵もアヒルも後で自分が食べようと り来たりするところである それがファンタジ に深みを
思っているのだが ジマイマが家に帰った後で卵を夜中に数 持たせている 動物が衣服を身に着けることにより 動物
える時には服を着ていない リスのナトキンのお話 と人間の領域が取り除かれ 子どもの読者は動物と自分を
で 餌を集めに島に渡って来る 同一視して一体感を抱くが その一方 時として 衣服が
リスのナトキンの仲間達も 服を着ていない ティミ 取り去られて動物の野生が表れる時 動物の生態が伝えら
ティップト ズのお話 のティミ や ピ タ ラビット れ 動物と人間の相違が読者に感じ取られるという仕組み
の姉妹は 木の実を採る前に上着を脱いでいる 汚さない になっている このことを食物で検証すると その食べ
様 あるいは動き易くする為に脱いでいるとも考えられる 物の嗜好に関しては 動物の習性を持つ ケネス グレア
が やはり 食物を集めるという本能において 野生に戻 ム の 楽しい川辺
ることを表しているのだろう 子猫のトムのお話 のネズミやモグラのように 人間が食する様
では 子猫達は洋服がいつの間にか なサンドイッチを食べたりしない ポタ の場合は まる
脱げてしまうことで やんちゃぶりを発揮し 二匹の悪い で人間の様な姿や生活様式を持つ動物でありながら それ
ネズミのお話 でド ルハウスを壊す夫婦ネズミも 裸で ぞれの動物の生態観察に従った食餌の設定となっている
やって来て ド ルハウスで食べ物を探し 作り物の食べ ウサギの食べ物はラディッシュ 人参やレタス リスは木
物ばかりだと分かると 怒って暴れる始末である 人間の の実で 冬が近付けば餌の取り溜めをし 猫はネズミが好
ペットや家畜として扱われる時にも 動物は服を着ていな 物で 洋服屋の猫は 夜のご馳走の為に コ ヒ カップ
い 従って 人を乗せる馬車を引く馬は もちろん何も着 の中にネズミを 匹ずつ閉じ込めている キツネはアヒル
ていないし マクレガ の飼い猫も同様である グロ ス を狙い アナグマはウサギの子供をさらって食べようとす
タ の洋服屋 の飼い猫は 買い物に行く時はコ トを身 る この事実を面白く伝えているのは ジンジャ とピク
に着けるが 家の中では何も着ていない ジマイマも自分 ルズのお話 の猫のジ





姿を見る人間がいる 一人は ピ タ 達ウサギの敵であ
るマクレガ である 挿絵でも 畑仕事をしている彼に
ピ タ がばったり出くわしたり 追い掛け回されたりす





別の例外の一人は ティギ ウィンクルおばさんのお 動物だけでなく 人形も 人格を持ったり ただの人形
話 で 自分のハンカチを探している最中に ティギ と になったり 瞬時に変化する ジンジャ とピクルズのお
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“On the contrary, they would go nowhere,” replied
widow, I really cannot any longer put up with
Dear Madam,
Though unwilling to hurt the feelings of another
in my pocket handkerchiefs. I am sending this one
back to you, to be washed again. Unless the wash-
ing improves next week I shall (reluctantly) feel
obliged to change my laundry.
yrs. truly, I’m afraid it was done in an aw-
Josephine Rabbit ful hurry and scramble.
Kenneth G
The shop was also patronized by mice only the
mice were rather afraid of Ginger.
Ginger usually requested Pickles to serve them,
because he said it made his mouth water.
“I cannot bear,” said he, “to see them going out at
the door carrying their little parcels.”
“I have the same feeling about rats,” replied
Pickles, “but it would never do to eat our own
customers ; they would leave us and go to Tabitha
Twitchit’s.”
Ginger gloomily. (p. )
Lucie
starch The Tale of Piglin Bland
The Tale of Jemima Puddle-Duck
The
Tale of Squirrel Nutkin
The Wind in
The the Willows
Tale of Tom Kitten







くのだが ジンジャ は う 生き物には皆それぞれ個性があり 精一杯生き 大切
と叫ぶ な存在なのだと総てを受け入れるポタ に読者は共感しな
ポタ は シェイクスピア と並 いではいられない ポタ の作品は 彼女が生涯愛した
んで ジェイン オ スティン の作品を 大切な宝物である 友達 のお話となっている 読者には
愛読し オ スティンとの共通点も多い オ スティン 生き物たちのけなげな姿を愛おしく思う彼女の気持ちや愛
は牧師の娘として 田舎の幾つかの家庭生活を垣間見る狭 情が まざまざと伝わってくる
い世界に生きながら そこで繰り広げられる人間模様を鋭
く観察し 日常生活の情景を小説の中で豊かに描き出し
た 他方 ポタ は幼い頃から 同年代の友達を持たない 一連のピ タ ラビットの四部作の物語は ピ タ
寂しい暮らしの中で 小動物との触れ合いや 木の葉やキ ラビットのお話 ベンジャミン バニ のお話
ノコ等の採集 発見に没頭し 毎日それらを身近に置き フロプシ バニ のお話
眺め観察し あたかも博物学者の様になっていった そう トッド氏のお話 で
した動植物を愛おしく観察する鋭い感受性を持ち合わせて ある それぞれの作品で様 な変化に富んだ性質を見せる
いたからこそ 様 な性格を作品中の各 の動物達に与え ピ タ は 作者ポタ の思いを託されていると考えられ
ることができたのだろう る ポタ の作品は こうしたらこうなる だからこうし
ポタ の作品に登場する動物達にはそれぞれ複雑な性格 ましょう という教訓を含む寓話ではない 彼女は
が与えられており 単に いたずらっ子 人を騙す悪 通俗な既成概念を壊す 脱寓話作家 である
役 お人好し 等とレッテルを貼ることができない そ このことは ピ タ ラビットのお話 の結末でもよく
の意味で ではなく オ スティンの登場 指摘されるところだ つまり 言い付けを守らないで危な
人物達と同様に 時間の経緯と状況に従って違う顔を見せ い目に遭って やっと帰ったピ タ に母親がカモミ ル
る であると思われる 例えば オ ス のお茶を飲ませているのは 罰としてではなく 母親の許
ティンの に出てくる姉妹は それぞ しを表している 彼女は小言を何も言わずに息子を受け入
れ と に性格が色付けされているが れている であるから ピ タ は家庭空間の中でも母親
単純な役割分担をしている訳ではなく 分別ある姉に 実 に束縛され息詰まる思いをしているという菱田 の意見
は感情的な部分もあり また 感情的な妹が冷静な判断を もあるが ここでは ポタ の ピ タ への喝采と 子
することもある ポタ が描く動物達にもそうした複雑な どもは冒険を通して学び 自立して大人になっていくとい
性格が見られる 登場する動物達は それぞれが個性を持 う彼女の子供観 冒険への賛美の方が強調されていると
ち 義理堅さ 厚かましさ 後悔と償い 思われる 反逆児 や反抗 という言葉は激し過ぎるだろ
自分にできる範囲内での親切心 恩 う ポタ 自身が両親の厳しい躾と色 な制約を受け 自
返し 等の多彩な性格でポタ の作品を彩り 更 分の自由にならない子供時代を送ったので ピ タ の奔
に それぞれ好みがあり お互いを認め合う で 放さに自分の願いを託したと考えられる
あるから 失敗を犯した登場人物 動物 も 反省 学習 ピ タ は母親の言う事を聞かず 悪戯をするのだが
はしても また 持って生まれた性格そのままに同じ失敗 最後には母親の元に戻って来る それを象徴するのが彼の
をしてしまいそうだ トムや他の子猫達は 服を汚して失 服装である ピ タ ラビットのお話 の中で 姉妹達
くして叱られたにも拘らず 子供部屋で服を散らかして大 は赤いマントを着ているのだが ピ タ だけが母親と同
騒ぎするし ナトキンは フクロウに尻尾をちぎられても じ青い服を着ている 母親が買い物に出掛ける前に 留守
懲りずに なぞなぞ を出し続けている トッド氏のお 中の指示を聞いている最中 ピ タ がそっぽを向いてい
話 に出て来るキツネとアナグマは 確かに悪役として描 ると思われる場面も 見方を変えれば 彼が母親と同じ方
かれているが どことなく憎めない アナグマが自分の家 向を向いていると受け取ることができよう 自立を求めて
を無断で使っていると知ったキツネが アナグマが寝てい の冒険と 自己が無条件に肯定される家庭の両方が子ども
るベッドの上に水の入ったバケツを下げて 家の外でひも には必要で 子どもの主人公が好奇心と共に未知の世界に
を引いて水を掛けて懲らしめようとあれこれ算段する姿が 飛び出すことで始まる物語世界は 成長を経た彼等の帰還
ユ モラスに思える アナグマは寝たふりをしながら総て によって完結する これを谷本は ゆきてのち帰る とい
を見破り キツネの裏をかき その後 二匹の戦いとなり う 幼い者が根源的に持つ願望であると分析し この願望
家の外にまで取っ組み合いのまま転がって行ってしまうの を物語的に充足させるものが 幼い読者の共感を呼ぶと考
だが 激しくけんかしたアナグマとキツネは 結局 これ える 逃げ帰って家の床に倒れて眠るピ タ の姿が彼に
からもまた性懲りもなく 同じ様な関係でいることが予想 とっての家庭の意味を象徴し 物語が ハッピ エンドで
される グロ スタ の洋服屋の猫も ネズミが好物であ 終わるかぎり 途中の葛藤は困難なものであり危険に充ち
りながら 病気の洋服屋に代わって洋服を縫い上げたネズ たものであるほど子どもにとっては素晴らしい のであ
ミ達の殊勝な行動に感動し 心を入れ替えたかに見える る 言い換えれば
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Bite him, Pickles! bite him!…












Moments of fear have their place in
stories for the young…so long as they are successfully
contained by a plot that ends on a reassuring, consol-
The
Tale of Benjamin Bunny















ということになる そして 最終的に家庭に る 実生活において 作者ポタ と結束が固かった弟バ
戻ることが重要であるという意味で トラムを再び思い起こさせる この話の中で ベンジャミ
で ンは父親と共に毎週日曜日に畑に野菜をこっそり取りに
ある 胸元のボタンをギュッと母親に掛けられた青い服を 行っていること また 母子家庭のピ タ よりも広く世
脱ぎ捨ててマクレガ の農園から逃げ帰ったピ タ は 間について見分を広めていることが分かる ベンジャミン
母親の注意を無視して冒険した一日を経て 大人に近付い は従兄弟ピ タ の失敗話をものともせず 尻込みする
たと解釈できる 冒険こそが成長を促し 幼い日の喜びの ピ タ を促し マクレガ の案山子が着ているピ タ
記憶となるのだ の服を取り戻しに行こうと提案する しかし 二人は最初
マクレガ の農園に入って野菜を取ることの意味は ただ気晴らしの散歩に出たのだった では どうして服を
ピ タ にとって 生命保存という自立への修練を表して 取り戻そうと思ったかと言うと ベンジャミンが ピ
いると考えられる 食べ物はアイデンティティを形成す タ が失くした服の代わりに身をくるんでいる赤いハンカ
る大事な要素 であり ピ タ の この行為はお腹が チを使って畑の野菜を持ち帰ったらいいと思ったからだっ
すいていたからということではなく 食 という生命維持 た ここで興味深いのは このピ タ がまとっていた赤
に最も近い行為において 自分の力を試し 自己の確立を いハンカチは ピ タ ラビットのお話 の中で 母親
体感したいからなされたのだろう それ故 ピ タ はウ が買い物に行く時にケ プの様に身に着けていたものだと
サギの好物を食べるという動物的な行動をしながらも 食 いうことだ 前作で冒険と成長を経験したピ タ だが
べ過ぎるという動物らしからぬ結果を招いてしまう そし ここで母親の物 赤いハンカチ にくるまっているところ
て 食べ過ぎに効くパセリを探していて マクレガ に見 を見ると まだ母親の影響が及んでいる しかし 今回は
つかり 追い掛け回されるという悲劇に遭うことになる ボタンも無く 青い上着より緩やかである この第二の服
ここで農園は を脱ぎ捨てることがこの作品での狙いである そして案山
子から取り戻した上着はと言うと 雨に濡れて縮んでし
という役目を持つ まっており 再び着ようとしても 身の大きさに合わない
ピ タ の父親は マクレガ の農園で捕まり ウサギ この様にまた成長を経験するピ タ だが この作品の結
パイにされて命を落とした 父親も お腹がすいたから 末では ベンジャミンの父親に助けられて ベンジャミン
ましてや 家族に食べ物を持ち帰る目的で農園に入ったの と共にマクレガ の農園をやっと逃げ出し タマネギをお
ではなかろう その証拠に 家族の食料は 木の実やウサ 土産に持って家に帰る ここにも ゆきてのち帰る 物語
ギの店で買い物する食料で賄われるのである とすると がある
食べ過ぎたらパセリを食べるという知恵は 同じ動機で農 ところで ポタ が描くウサギ達には表情の変化があま
園に入って野菜を食べていた父親から習ったのではない り無い 歯を見せて笑ったり 怒ったり といったことが
か ベンジャミンや ベンジャミンの父親も含めて 男性 無く 丸い目をした可愛い顔がほとんどである その中で
の習性として たえず新しいものを見つけようとする冒険 唯一表れる感情は 悲しみである 挿絵に 小さいけれど
本能に基づき 自分を試す 姿が描かれ 女性であるが故 もしっかりと描かれた涙である ピ タ ラビットの




ピ タ は 従兄弟のベンジャミンと仲良しで 一緒に て ベンジャミン バニ のお話 で 農園に助けに来た
行動することも多く 二人はお互いに何かと関わりがあ ベンジャミンの父親に叱られて鞭で打たれた時のピ タ
り このベンジャミンはビアトリクスの弟 バ トラム とベンジャミンが涙をこぼす 他に登場するウサギ達に表
を表すのではないかと考える まず 第一作の 情が見て取れないだけに この涙の印象が一際鮮やかに残
ピ タ ラビットのお話 にはベンジャミンは姿を現 り 読者に親近感を抱かせ 感動を呼んで止まないのだろ
さない が 彼についての記述はある う
後の二つの話 フロプシ バニ のお話 と トッド
氏のお話 では 大人になり それぞれ結婚したピ タ
とベンジャミンが描かれる 自分を試し 冒険をして 子
まるで 自分の考えには間違いが無いかのように 自信を ウサギ達も大人になった ピ タ は今や自分の農場を持
持って冒険をするピ タ が 心細くなった時のことであ ち 野菜作りをし ベンジャミンは可愛い子供達を保護し
る 一緒に行動していなくても 二人は助け合っており 育てている 子沢山になったベンジャミンは 妻のフロプ
ベンジャミンの言葉がピ タ を助けている シ ピ タ の姉妹 と共に
ベンジャミン バニ のお話 の中で 初めてベンジャ 楽観的なその日暮らし の生活を送っている為に 食料に
ミンは姿を現す 彼は おば ピ タ の母親 とは面と も事欠く始末で ピ タ は 仲の良い従兄弟のベンジャ
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values the private world above the public
an ambivalent space where the line be-
tween subject and object, eater and eaten, becomes
blurred.
Bertram
Peter thought it best to go away without speak-
ing to her [a white cat] ; he had heard about cats
from his cousin, little Benjamin Bunny. (p. )
improvident and cheerful









四元忠博 ナショナル トラストへの招待 東京 緑風出
版
桂 宥子編著 たのしく読める英米の絵本 京都 ミネル
ヴァ書房
猪熊葉子 ものいうウサギとヒキガエル 評伝ビアトリク
ス ポタ とケニス グレアム 東京 偕成社
なると 言い訳をしながら 自分達の為に食料を確保する せ 言葉には躍動感や生命感が漲って 子どもの生命感に
必要から断らなくてならない フロプシ バニ のお 訴えようとしている 強弱 弱強 弱
話 で 子沢山のベンジャミンが キャベツを 借りに 弱強 強弱弱 の格調を思わせる 変
ピ タ の畑を家族全員で訪ねる場面では あげられる 化に富んだリズムは 明るく軽快で 力強い ポタ は可
キャベツは無いんだよ と言うピ タ の後ろで 彼の奥 愛い自分の小動物達を観察する内に 自然にお話が浮か
さんのエプロンや畑に置かれた籠が怪しく膨れてキャベツ び それを書き留めると 何度も口にしては言葉のリズム
が覗き ベンジャミンはともかく 読者にはユ モラスな を整え 確かめていたに違いない それを可能にしたのが
光景として 現実が見える仕掛けになっている また マ 代の頃 ロンドンのサウスケンジントンにあった自宅の
クレガ の畑からこっそり作物を取っていたピ タ が 自分の部屋の静けさと孤独の中で シェイクスピアの作
今や自分の畑の作物を守っているという立場の変化がおか 品を暗誦するという途方もない試み であったのだろう
しみを漂わせる 音の躍動感や生命感で幼い子ども達の聴覚的想像力に訴
ベンジャミンの子ども達は フロプシ バニ のお話 えかけたのは 彼女が書いた言葉であったが 彼等の視覚
の中で 更に トッド氏のお話 でも 食料として それ 的想像力を喚起したのは 彼女が描いた絵であった もと
ぞれマクレガ とアナグマに狙われる 横田は 博物学に より 英国人特有の凝り性に加え 粘り強く興味あるもの
興味を持ち 生物を出来るだけ正確に 緻密に描写するこ を徹底的に追求する鋭い観察力が彼女にあったことは言う
とに情熱を燃やしたポタ は 動物のファンタジ のなか までもない 彼女は生来の動物好きで 自宅にはペットを
にもひるまず現実の摂理を持ち込もうとしたことはよく知 欠かすことなく 出掛ける時にもお気に入りの動物達を連
られている じっさい 生物界に必然の 捕食者 犠牲者 れ歩いた そんな彼女が精巧な筆致で描く動物達は愛くる
の関係は シリ ズ全体に底流するモチ フである と指 しく 彼女の豊かな愛情が感じられる 生き生きとして
摘する 前者では お腹がすいた子ども達がマクレガ 健気なそれぞれの個性を持った動物達が絵の中で醸し出す
の畑のゴミ捨て場でレタスを食べ その 催眠効果 の為 美しさは 子供のみならず誰にでも親近感を感じさせ 目
にすっかり眠っていると 彼は袋にその子ウサギ達を詰め を楽しませ その心の琴線に触れ 魂の力の高揚を感じさ
て家に持ち帰る 途中で その袋の隅をネズミがかじって せる
くれたお陰で子ウサギ達は助け出され 救出劇にそれ程の 世紀末から 世紀初頭に掛けての英国社会は 国運
緊迫感は無いが 後者では ピ タ も協力して 子ウサ の絶頂期を既に過去のものとし 文明や文化の爛熟期に
ギ達が閉じ込められた家の下にトンネルを掘り 幸運にも あった そこに生きる人 は 総てのものが大なり小なり
恵まれて 何とか危機一髪助け出すことができる ここで 複雑になり過ぎたが どうする手立てもないことに気付い
は ピ タ がベンジャミンを励まし導く この二人は ていた 言葉を換えると 英国社会の至る所に疲労感と徒
時と場合によって 助け合う立場が違うのだが そこには 労感が漂っていた そして 癒しを求める社会が出現して
いつも 当事者と冷静な援助者という原則が見られる いた 黒煙地方となった英国北部や北西ミッドランドの産
業都市 また 産業経済活動による社会の急激な変動 そ
れに伴う数多のイズムや風潮 それらの背後にある宗教的
ポタ の ピ タ ラビット シリ ズが世に出る契 懐疑心に対して 人間固有の自然を取り戻そうとしたナ
機となったのは ノエルの様な幼い子ども達を対象にして ショナル トラストの運動に ビアトリクス ポタ は自
物語を作るという彼女の思い付きであった この年齢層の らの才能を捧げ 人生の集大成として ピ タ ラビッ




れない ポタ の動物達は 身近で親しみ易いように擬人
化がなされており それらは子ども達が小動物を身近に感
じ 感情移入するのを助けているだけでなく 作品中で繰 ペ ジ数のみ示されている引用はここからのものである
り広げられる様 な出来事や事件を ユ モアやスリルに
満ちたものにする また それらの話は 子どもの耳に優






その様に書かれなければならない 実際 ポタ の作品は
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吉田新一 ビアトリクス ポタ イギリス絵本の伝統
に学ぶ 国立国会図書館国際子ども図書館編集 東京 日本
著 猪熊葉子訳 ビアトリクス ポタ 図書館協会
の生涯 ピ タ ラビットを生んだ魔法の歳月 東京 菱田信彦 二人のピ タ 世紀初頭のイギリス児童文
福音館書店 学における 他者 としての子ども 川村学園女子大学
研究紀要 第 巻第 号 千葉 川村学園女子大学
年 月
吉田 ビアトリクス ポタ
横田順子 絵手紙から絵本へ ピ タ ラビットのおは 灰島 前書
なし と りすのナトキンのおはなし 英米文学論 本多英明 ピ タ 先にお行き ビアトリクス ポ
叢 ビアトリクス ポタ 特集 東京 大東文化大 タ ピ タ ラビット 相模女子大学紀要
学 英文学会編 年 月 人文 社会系 神奈川 相模女子大学 年 月
吉田新一 ピ タ ラビットの世界 東京 日本エディ
タ スク ル出版部 定松 正 谷本誠剛共著 英米児童文学読本 東京 桐原
灰島かり こだまする二面性 ビアトリクス ポタ と 書店
ピ タ ラビット の世界 桂 宥子 高田賢一 成瀬
俊一編著 英米児童文学の黄金時代 子どもの本の万華
鏡 京都 ミネルヴァ書房
絵本が語りかけるもの ピ タ ラビットは時空を超え
て 三神和子 川端康雄編 東京 松柏社
同書
子どもの本と 食 物語の新しい食べ方 川端有子 西
依岡道子 ビアトリクス ポタ 研究 ポタ の絵 村醇子編 東京 玉川大学出版部
本における衣服と衣装の意味 名古屋女子大学紀要
第 号 人文 社会編 名古屋 名古屋女子大学 年 横田 前書
月 石井白村 英氏韻律法概説 東京 篠崎書林
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The Child and the Book
The Tale of Peter Rabbit Beatrix Potter’s
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ERAMOTO
: Beatrix P grew up as a child of an upper middle class family in the Victorian age. She
was taught by governesses, so she did not attend any schools where she could have made friends of
about the same age. In such a lonely childhood, she passed her days in drawing pictures, and she
found her joy in keeping small animals and in visiting the summer resorts with her family as well as
her grandparents’ house in the London suburbs. The interests and the summer resort life encouraged
her to write the stories of animal fantasy. She created many characters, such as Peter Rabbit, who
tries to be independent of his family. Beatrix seems to have had Peter do what she could not do in her
real conﬁned life. P ’s pictures show her accurate observation as a naturalist, and her stories have
the animals acting like human beings. These two elements, her pictures and stories, work to com-
plement each other and make her masterpieces. In P succeeded to sell her pictures of rabbits
to a publisher. She felt conﬁdent of herself and thought of issuing her storybooks. She could earn
money from the publication and spent part of the money to buy land in the Lake District, her favorite
place. Being inﬂuenced by Hardwicke R , one of the founders of The National Trust, she
contributed to the campaign for conservation of nature. After she got married at years old, she
retired from writing stories and lived as a farmer, breeding sheep. Through her life as a writer
depicting animals and the surrounding nature, she realized the ideals of her life in living as a farmer
and a conserver of nature. She enjoyed nature, and wrote stories about it, and tried to conserve it.
This was Beatrix P ’s life.
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